
＜ご注意＞
この解答は、株式会社建設経営サービス
（KKS)が作成したもので、試験機関による
正式な採点結果を保証するものではありません。
あくまで解答例としてご利用ください。
また、配点及び合格ラインもKKSの予想です。
本解答例の著作はKKSに帰属します。予告なく
内容を変更する場合があります。★予想合格ライン７０点

リース取引とは、特定の物件の所有者たる貸手が、当該

物件の借手に対し、合意された期間にわたりこれを使用

収益する権利を与え、借手は合意された使用料を貸手に

支払う取引をいう。リース取引には、リース期間の中途

において当該リース契約を解除することができず、借手

が当該契約に基づき使用する物件からもたらされる経済

的利益を実質的に享受することができ、かつ、当該リー

ス物件の使用に伴って生じるコストを実質的に負担する

こととなるファイナンス・リースと、それ以外のオペレ

ーティング・リースに分類される。

リース取引の複雑化により、リース取引は単なる物件の

賃貸借ということだけではなしに、賃借人が賃貸人から

金融的利便を受けるという面が強くなってきた。会計に

おいて、単に賃借料の授受だけを記録するだけでは、そ

のリース物件は貸借対照表には計上されず、利害関係者

にとってその企業の経済的実態が不明確になり、判断を

誤らせるおそれがある。例えリースでも、資産を使用し

ておれば、当該資産を貸借対照表に計上し、利害関係者

の誤解を避けるべきという考え方から、リース会計の必

要性が生じた。
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